
＊ 自然環境 ＊  

面積 

総面積
※

１ R6.10.1 282.93ｋ㎡ 

可住地面積 R4.10.1 7,497ha 

林野面積 R2.2.1 20,234ha 

田畑面積 R5.7.15 3,510ha 

民有地評価総面積 R5.1.1 9,640ha 

気象 

平均気温 

2025 年 

16.6℃  

最高気温 37.6℃（7 月 2 日） 

最低気温 -6.2℃（2 月 25 日） 

降水量（年間） 2,246.5mm 

日照時間（年間） 2,034.7 時間 

※１ 境界未定のため推計面積 

 

 

＊ 人 口 ＊  

総人口
※

２ 

R6.10.1 

16,014 人 

男 7,591 人 

女 8,423 人 

年少人口(0 歳～14 歳) 1,587 人(9.91％) 

生産年齢人口(15 歳～64 歳) 7,229 人(45.14％) 

老年人口(65 歳以上)  7,198 人(44.95％) 

世帯数 7,692 世帯 

１世帯当たり人員 2.08 人 

自然動態 

R5.10.1

～ 

R6.9.30 

-281 人 

出生数 66 人 

死亡数 347 人 

社会動態 -128 人 

転入 710 人 

転出 838 人 

人口密度（総面積 1k㎡あたり） 
R6.10.1 

56.60 人 

人口密度（可住地面積 1haあたり） 2.14 人 

婚姻率（人口千対） 
R4 年 

2.0 

離婚率（人口千対） 1.9 

※２ 総人口は年齢不詳を含む 

 

 

 

 

 

＊ 市財政 ＊（R6 年度決算） 

歳入総額 14,371,852 千円  

地方税 1,974,736 千円 13.7％ 

地方交付税 4,780,205 千円 33.3％ 

国庫支出金 2,165,672 千円 15.1％ 

県支出金 1,347,021 千円 9.4％ 

地方債 475,013 千円 3.3％ 

その他 3,629,205 千円 25.2％ 

歳出総額 13,883,767 千円  

人件費 2,540,646 千円 18.3％ 

扶助費 2,896,649 千円 20.9％ 

公債費 928,701 千円 6.7％ 

物件費 2,004,831 千円 14.5％ 

維持補修費 322,471 千円 2.3％ 

補助費等 1,477,411 千円 10.6％ 

積立金 613,764 千円 4.4％ 

投資・出資金・貸付金 156,910 千円 1.1％ 

繰出金 1,353,600 千円 9.8％ 

投資的経費 1,588,784 千円 11.4％ 

財政力指数 0.358 

経常収支比率 99.9％ 

実質公債費比率 4.4％ 

 

 

＊ 所 得 ＊ 

市民総生産
※

４ 

R4 年度 

66,358 百万円 

市民所得
※

５ 42,334 百万円 

1 人当たり市民所得
※

６ 2,500 千円 

 

※４ 市内でその一年間に生産された価値の総額 

※５ 市内に居住しているもの（法人等含む）に分配される所得 

※６ ※５を 10 月 1 日現在の推計人口で除したもの（個人の所得

水準を表すものではなく企業の利潤を含んだ市の経済全体

の所得水準を表すもの） 

＊ 生活環境 ＊  

市内住宅総戸数 

R5.10.1 

7,510 戸 

持ち家 6,140 戸 

借家 1,190 戸 

持ち家比率 81.8％ 

公営住宅戸数 R7.3.31 574 戸 

京町定住促進住宅戸数 R7.4.1 80 戸 

し尿処理量 R4 年度 18,278kl 

ごみ処理量 R4 年度 5,961 ﾄﾝ 

上水道等普及率 R5.3.31 96.4％ 

道路実延長（国・県道） 

R5.4.1 

103.4km 

道路改良率（国・県道） 84.0% 

道路実延長（市道） 623.8km 

道路改良率（市道） 67.2% 

保有自動車数 R6.3.31 7,912 台 

郵便局数 R6.3.31 12 局 

電話加入数 R6.3.31 3,368 加入 

 

 

＊ 福 祉 ＊ 

高齢者クラブ数 

R7.4.1 

43 クラブ 

高齢者クラブ会員数（総数） 1,413 人 

高齢者クラブ会員数（男） 584 人 

高齢者クラブ会員数（女） 829 人 

養護及び軽費老人ホーム数 

R7.4.1 

2 施設 

養護及び軽費老人ホーム定員 80 人 

介護老人福祉施設数 3 施設 

介護老人福祉施設定員 210 人 

介護老人保健施設数 1 施設 

介護老人保健施設定員 80 人 

生活保護被保護世帯数 R5 年度 

1 か月 

平均 

181 世帯 

生活保護被保護実人員数 205人 

生活保護率（人口千人当たり） 11.38 人 

国民年金被保険者数 R6.3.31 1,893 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 観 光 ＊  

主な観光地における観光客入込数 ／ うち県外客数  

えびの高原 

R7 

1,021 千人/ 715 千人 

京町温泉 102 千人/ 30 千人 

白鳥温泉 37 千人/ 20 千人 

八幡丘公園 0 千人/ 0 千人 

矢岳高原  21 千人/ 6 千人 

グリーンパークえびの 56 千人/ 29 千人 

道の駅えびの 635 千人/ 381 千人 

京町温泉駅観光交流センター   10 千人/ 6 千人 

アウトドアステーション 13 千人/ 8 千人 

計 1,896 千人/1,197 千人 

公園数 

国立・国定公園 

R6.10.1 

1 ヵ所 

県立自然公園 1 ヵ所 

市立公園 2 ヵ所 

 

＊ みどころ ＊ 
 
 えびの高原  日本で初めて国立公園に指定された「霧島錦

江湾国立公園」内にあり､四季折々様々な表情を見せる高原

特有の雰囲気を楽しめる。春のミヤマキリシマ､夏のキャン

プ､秋の紅葉､冬の樹氷､人工スケートリンクが自慢。トレッ

キングスポットとして池めぐりや韓国岳登山も人気がある。 

 

 道の駅えびの  平成 25 年 4 月にオープン。えびのインタ

ーのすぐ近くに位置し、地どれの生鮮野菜、えびの自慢のヒ

ノヒカリ、宮崎牛などが並ぶ直売コーナーや旬の食材を生か

したバイキングレストラン、完熟きんかんを利用した「きん

かんソフトクリ－ム」が魅力の軽食コーナーがある。 

 

 狗留孫峡（くるそんきょう） 川内川の最上流に位置し、

延長 10 ㎞にも及ぶ渓谷美は絶景。 

＊ 教育・文化 ＊  

教育 

保育所数 R7.4.1 4 所 

幼保連携型認定こども園数 

R7.5.1 

5 園 

幼稚園数 1 園 

小学校数 5 校 

小学校児童数 686 人 

中学校数 4 校 

中学校生徒数 419 人 

中学校卒業者進学率  98.7％ 

高等学校数 2 校 

公立図書館数 
R6.4.1 

1 館 

図書館蔵書数 129,141 冊 

スポーツ施設 

公園数 

R7.4.1 

6 施設 

体育館数(学校体育館 9 施設含) 14 施設 

武道場 2 施設 

文化財 

国登録有形文化財 

R7.4.1 

10 件 

国指定天然記念物 3 件 

国指定重要文化財 1 件 

県指定文化財 8 件 

市指定文化財 27 件 

 

 

＊ 衛 生 ＊  

病院数 

R5.10.1 

22 所 

病院病床数 182 床 

歯科診療所数 8 所 

医師数 

R4.12.31 

30 人 

歯科医師数 14 人 

看護師、准看護師数 247 人 

医薬品販売業、薬局数 R5.3.31 17 所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 白鳥森林公園  えびの高原と市街地との中間にある温泉

保養地。上湯と下湯があり、上湯は木製の天然むし風呂と展

望浴場からの景色が自慢。下湯は庭園風露天風呂をはじめ、

ケビン､アスレチック施設などがある。また、白鳥山から甑岳

中腹に広がる満谷国有林内にある「アバンダントしらとり郷

土の森」には、直径１ｍを越す巨木が 230 本も確認されるな

ど手付かずの原生林が残されている。 

 

 矢岳高原  県立公園に指定されている。「矢岳高原ベルトンオ

ートキャンプ場」でのキャンプはアウトドア派には最高。また、展

望台からの霧島連山や雲海はすばらしく、日本三大車窓のひとつ

にも数えられている。高原の麓には県内最古の隠れた名湯、吉田温

泉がある。 

 

 真幸駅  JR 肥薩線にある宮崎県唯一の駅であり、県内で

最初に設置された駅。プラットホームで鳴らす「幸せの鐘」

そして「真の幸せ」の駅というネーミングもあり、車で訪れ

る人も多い。 

 

 京町温泉郷  えびのインターから西へ 5 分。川内川沿いに

点在する静かな温泉郷。泉質の種類が豊富で様々な温泉が楽

しめ､温泉郷ならではの旅情を味わえる。 

 

 八幡丘公園  桜、ツツジ、フジと「花の名所」となって

いる。特に桜の開花時には大勢の花見客でにぎわう。  

 

 グリーンパークえびの  コカ・コーラボトラーズジャパン

㈱のえびの工場見学や展示ギャラリーを楽しむことができ

る。敷地内には東京ドーム１個分の広さのフラワーガーデン

があり、春は菜の花、夏はひまわり、秋はコスモスなど四季

折々の花々が一面を埋め尽くす。 

 

＊ 安 全 ＊  

出火件数 

R5 年 

16 件 

火災損害額 38,015 千円 

交通事故死傷者数 25 人 

刑法犯認知件数 29 件 

刑法犯検挙件数 17 件 

 

 

＊ 産業活動 ＊  

産業別就業 

就業者総数 

R2.10.1 

8,641 人 

第 1 次産業（就業者数） 1,908 人 

第 1 次産業（就業者割合） 22.08% 

第 2 次産業（就業者数） 1,730 人 

第 2 次産業（就業者割合） 20.02% 

第 3 次産業（就業者数） 5,003 人 

第 3 次産業（就業者割合） 57.90% 

労働 

労働力人口 
R2.10.1 

8,985 人 

完全失業率 3.80% 

商業 

事業所数（卸売業、小売業） R3.6.1 191 事業所 

従業者数（卸売業、小売業） R3.6.1 922 人 

年間商品販売額（卸売業、小

売業） 

R2.1.1～ 

R2.12.31 
23,007 百万円 

農業 

総農家数 R2.2.1 1,682 戸 

農業従事者数（個人経営体） R2.2.1 2,479人 

水稲収穫量 R6 5,730 ﾄﾝ 

乳用牛飼養頭数 

R2.2.1 

854 頭 

肉用牛飼養頭数 19,649 頭 

豚飼養頭数 44,280 頭 

採卵鶏飼養羽数 164,000 羽 

ブロイラー飼養羽数 5,627,000 羽 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 市民憲章 ＊ （昭和 48 年 6 月 18 日制定） 

 

 ・自然を守り緑豊かなまちをつくりましょう 

 ・健康で明るいまちをつくりましょう 

 ・たがいにたすけあい楽しいまちをつくりましょう 

 ・教養を高め文化のまちをつくりましょう 

 ・みんなで栄える住みよいまちをつくりましょう 

＊ 市の概況 ＊ 

 

島津が伊東に勝利して南九州の覇権を決した木崎原合戦

（1572 年）が「南九州の関ケ原の戦い」ともいわれるように､

昔からえびのは「要」とされてきました。 

明治 4 年の廃藩置県で鹿児島県に編入され､以後､都城県､

宮崎県､鹿児島県に。そして､明治 16年に宮崎県に再置され、

昭和 41 年 11 月 3 日に飯野､加久藤､真幸の三町が合併し「え

びの町」となりました。その後、昭和 45 年 12 月 1 日に市制

を施行。昭和 51 年には､九州縦貫自動車道（宮崎道えびの～

高原間）が開通。昭和 56 年､陸上自衛隊えびの駐屯地開設。

平成 6 年、米国ベルトン市との姉妹都市締結の調印。平成 7

年、九州縦貫自動車道えびの～人吉間（22.3 ㎞）の開通。平

成 16 年には九州自動車道人吉～えびの間四車線化拡張工事

が完成し、熊本市、鹿児島市、宮崎市へのアクセスが約１時

間となり、着実に「南九州の交流拠点都市」として発展して

きています。 

令和 2 年 12 月 1 日には市制施行 50 周年を迎え、農業、子

育て支援、産業団地造成と企業誘致など、将来にわたって活

力のあるまちづくりを目指していきます。 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025統計で見る 

えびのミニガイド 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市章（昭和 49年 4月 11日制定）  

        

  霧島山にたなびく雲の美しさを表現したこの三角形は、 

飯野､加久藤､真幸三町の合併を意味し､二筋の雲に 

より､全体をひらがなの「え」の字に見えるデザインを採用。

そして､三角形は角を少し丸めて他にない独自の形をつくり､

限りなく未来へ発展する矢印をイメージしています。                

   

 

 

                             令和 8 年 3 月発行   

 

編集発行：宮崎県えびの市企画課 

 

〒889-4292 えびの市大字栗下 1292 番地 

TEL：0984-35-3712/FAX：0984-35-0401 

市公式 Facebook 

市公式 LINE 
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市公式インスタグラム 


